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令和 5年 3月 16 日 

令和４年度鹿児島純心女子短期大学地域貢献活動報告 

 

【本学の連携協定一覧】 

 

 (1)鹿児島純心女子短期大学と株式会社ボッケモンプロとの産学連携に関する協定 

（平成 24 年 1 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

   →(6)一般社団法人チェスト連合へ移行 

  

(2)鹿児島純心女子短期大学生の言語活動充実と新聞活用に関する協定 

（平成 25 年 3 月 15 日～） 

 (3)鹿児島純心女子短期大学と錦江町との包括的連携に関する協定 

（平成 26 年 3 月 14 日～） 

 (4)鹿児島市と鹿児島純心女子短期大学との包括連携に関する協定 

（平成 28 年 2 月 2 日～） 

  →鹿児島市大学連携ネットワーク会議（市内 6大学・短大）へ移行 

  

(5)本場大島紬織物協同組合と鹿児島純心女子短期大学との産学連携に関する協定 

        (平成 28 年 2 月 18 日～） 

 (6) 鹿児島純心女子短期大学と一般社団法人チェスト連合との産学連携に関する協定 

(平成 29 年 4 月１日～) 

 (7)地方創生への取組みに関する連携協定（鹿児島銀行と県内 8大学・短大・高専） 

   鹿児島の次世代を担う「人材・産業」育成プラットフォーム「ネクストかごしま」  

        (平成 29 年 4 月 7 日～) 

 (8)株式会社松栄軒と鹿児島純心女子短期大学との産学連携に関する協定 

 (平成 29 年 7 月 10 日～) 

 (9) 鹿児島純心女子短期大学と鹿児島市立鹿児島女子高等学校との高大連携に関する協 

   定        (令和 4年 5月 30 日～) 

 

１ 江角学びの交流センター主催事業 

 

令和４年度も新型コロナウィルス感染症拡大防止のために、社会情勢も鑑みた上で、「かごしま学

Ⅰ」公開講座、「文化講演会」「おはら祭・踊り連への参加」を中止した。「純心市民講座・純心こ

ども講座」は感染対策に留意し可能な限り開催に努めたが、１講座は中止せざるを得なかった。受講

者数は前年度に比べ回復基調にある。学生のボランティア活動を含め、まだまだコロナ禍の影響が当

センターの活動を制限した一年であった。 

そのような中、評議員会が対面での開催の運びに至ったことは喜ばしい。令和 4年度委嘱した外部

評議員は以下のとおりである。 

令和４年度外部評議員（順不同・敬称略） 

・鹿児島県教育庁かごしま県民大学中央センター所長（兼）生涯学習課長 下屋敷 由貴子 

・鹿児島市市民局市民文化部参事市民協働課課長 安田 直高 

・鹿児島県錦江町観光交流課課長 木下 勝幸 

・株式会社鹿児島銀行地域支援部部長 小笹 康浩 
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（１） 令和４年度純心市民講座・純心こども講座実施状況 

 

①令和４年度「純心市民講座」実施状況 

 

  講座名 講師 定員 受講者数 会場 

1 シルバー世代のための健康・教養講座 

7/9 7/16 7/30 8/27 9/3（土） 

13 時 30 分～15 時 30 分（全 5回） 

河野一典 

高岡綾子 

進藤智子 

小玉智治 

宮地真奈

美／松元

久明 

各回 

30 名 

 

全 5 回 

延べ 174 名 かごしま県

民交流セン

ター 

2 夏のおもてなし料理 

７/16（土）10 時～13 時 

大山典子 20 名 15 名 本学 

調理実習室 

3 楽しくおいしく無駄なくクッキング 

8/10（水）10 時～13 時 

榊 順子 20 組 6 組（14 名） 本学 

調理実習室 

4 可愛い和紙人形を作ってみよう！ 

8/20（土）13 時～16 時 

濱﨑千鶴 15 名 3 組（5 名） 本学 

被服実習室 

5 お洒落な大島紬でポーチを作ろう 

7/16（土）13 時～16 時 

宮地真奈

美 

12 名 11 名 本学 

被服実習室 

7 はじめての英会話 幼児コース（春季） 

6/25 7/2 7/16 7/23 7/30 

（土）（全 5回） 

①4・5歳児コース 9 時～９時 50 分 

②5・6 歳児コース 10 時～10 時 50 分 

John 

Tremarco 

①10 名 

②12 名 

①9 名 

②7 名 

本学 

プレイルー

ム 

8 はじめての英会話 幼児コース（秋季） 

10/29 11/5 11/12 11/26 12/3 

（土）（全 5回） 

①4・5歳児コース 9 時～９時 50 分 

②5・6 歳児コース 10 時～10 時 50 分 

①10 名 

②12 名 

①9 名 

②5 名 

9 はじめての英会話 小学生コース 

（春季） 

6/25  7/16  7/23  7/30  8/6（土）

（全 5回） 

①低学年コース 9 時～９時 50 分 

②高学年コース 10 時～10 時 50 分 

David 

O'Connor 

①15 名 

②15 名 

①15 名 

②４名 

本学 

講義室 

（2-206） 
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10 はじめての英会話 小学生コース（秋

季） 

10/29 11/5 11/26 12/3（土） 

（全 4回） 

①低学年コース 9 時～９時 50 分 

②高学年コース 10 時～10 時 50 分 

Paul 

Johnstone 

Stephen 

Hill 

①15 名 

②15 名 

①9 名 

②4 名 

 

②令和４年度「純心こども講座」実施状況 

 

  講座名 講師 定員 受講者数 会場 

11 リズムあそび（春季） 

①5/21 ②6/11（土） 

10 時 00 分～11 時 00 分（全 2 回） 

萩原 香織 各回 

40 組 

 

①中止 

②17 組（20 名） 

本学 

体育館 

12 リズムあそび（秋季） 

①10/8 ②12/10（土） 

10 時 00 分～11 時 00 分（全 2 回） 

各回 

40 組 

 

①18 組（20 名） 

②29 組（32 名） 

（無料招待含む） 

13 いろとあそぼう・かたちとあそぼう（春

季） 

①5/21 ②6/11（土） 

10 時 00 分～11 時 00 分（全 2 回） 

桝本 容好 各回 

20 組 

 

①中止              

②17 組（23 名） 

本学 

プレイルー

ム 

14 いろとあそぼう・かたちとあそぼう（秋

季） 

①10/8 ②12/10（土） 

10 時 00 分～11 時 00 分（全 2 回） 

各回 

20 組 

 

①10 組（12 名） 

②6 組（7 名） 

（無料招待含む） 

 

（２）地域人間科学研究所編『想林』第１４号（令和 5 年 3 月 30 日刊行予定） 

 ＜特集＞ なぜ、歴史・文化を学ぶのか 

 

特別寄稿／Special Edition 

 

なぜ、歴史・文化を学ぶのか……………………………………………………………松尾 千歳 

 

書評／Book Review 

 

安川周作『語られた歴史 島津久光』……………………………………………小平田 史穂 

 

江角学びの交流センター活動報告／General Information 
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２ 各学科・専攻・コースの取組状況 

 

(1) 生活学科生活学専攻現代ビジネスコース 

 

① 純心水田プロジェクト実施状況 

例年と同じ錦江町田代川原地区で実施、無農薬のコシヒカリを栽培。 

4 月 9日（土） 田植え 学生 23名   教職員  1 名 計 24名 

5 月 7日（土） 除草作業 学生 26 名 保護者  1名 教職員   1 名 計 28名 

8 月16 日（火） 稲刈り 学生      2名  教職員  1 名 計 3名 

② 茶摘み 

令和 4年 9月 5日（月）、錦江町田代地区で茶摘みを実施 

学生 6名 保護者 1名教職員 1名計 8 名 

茶畑で茶摘みを行った後、お茶工場見学の予定を変更し、でんしろう館で「お茶の手揉み」

体験を行った。電子レンジで茶葉を蒸した後、ホットプレートで茶葉を焦げないように注

意しながら「炒る」、手で「揉む」という作業を繰り返し、出来立てのお茶をいただいた。 

③ お茶の実オイルプロジェクト 

・ 茶の実摘み 

令和 4年 10 月 29 日（土）、錦江町盤山地区で茶の実摘みを実施 

学生 9名 保護者 1名 教職員 1名 計 11 名 

耕作放棄地の茶畑にて茶の実を採集し、その後、南大隅町のボタニカルファクトリー

を訪問した。スキンケア商品の種類や成分の違いなどの説明を受け、茶の実オイルで

作る商品について話し合い活動を行った。 

収穫したお茶の実は、本学で 11 月に殻からとり出す作業を行い、種子 9kg を 1 か月

ほど乾燥。 

・ ワークショップ体験 

令和 4年 11 月 27 日（日）、南大隅町ボタニカルファクトリーでワークショップ体験 

学生 8名 卒業生 2名 保護者 1名 教職員 1名 計 12 名 

オイルで作る商品の香りを決めるためワークショップに参加し、学生の調合した香り

から製品化するための香りを 3つに絞ることができた。 

  茶の実摘みの様子 収穫した茶の実 
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④ かごしまお茶マルシェ 2022（主催：鹿児島県茶生産協会） 

令和 4 年 11 月 25 日（金）・26 日（土）、アミュ広場にて開催された、かごしまお茶

マルシェに参加 2日間で学生 8名 

学生が梱包作業にも携わり、錦江町の深蒸し茶(大根占茶)と浅蒸し茶(田代茶）と「ほ

うじ茶入りのまるぼうろ」のセットを各 300 個限定で販売した。「ほうじ茶入りのま

るぼうろ」は、錦江町の「菓心まとはら」が特別に商品化したもので、パッケージは、昨年度

の学生のアイデアによるものである。 

⑤ 交流事業 

・ やまんなか音楽会 2022（主催：やまんなか協議会） 

令和 4年 9月 10 日（土）花瀬自然公園内で開催 

日帰り:学生 7 名 保護者 1名 / 宿泊: 学生 5名 教職員 1名 計 14 名 

学生がハートや星などの様々な形に切り抜き制作した牛乳パックの灯篭やペットボ

トル灯篭にキャンドルを入れ、点火と消火の活動を行った。バルーンリリースで

は、自然にやさしい素材のバルーンを使用し、空に飛ばす様子を撮影し、純短祭の

映像素材として使用することができた。宿泊した学生は、翌日も会場周辺の片づけ

を行った。 

・ 令和 4年度錦江町いきいき秋祭り（主催：錦江町いきいき秋まつり実行委員会） 

令和４年 11月 13 日（日） 錦江町総合運動公園で開催 

学生 12名 

お楽しみ抽選会と会場入り口での検温・アルコール消毒のボランティアスタッフとし

て参加した。イベントでは、屋台の出店と畜産物の販売、体験コーナーが行われ、来

場者を楽しませた。 

 

・ 鹿児島ユナイテッド FC presents 第 36 回桜島・錦江湾横断遠泳大会 

（主催：第 36回 桜島・錦江湾横断遠泳大会実行委員会） 

2022 年 10 月 9日（日）8:30～15:30 磯海水浴場で開催 

学生 31 名 教職員 2 名 計 13 名 

・ 第 9回かごしま鴨池リレーマラソン（主催：セイカスポーツ） 

令和 4年 11 月 20 日（日） 鹿児島県立鴨池陸上競技場白波スタジアムで開催 

学生 12 名 教職員 1名 計 13 名 

 

「遠泳大会」「リレーマラソン」では、ボランティアスタッフとして、受付・表彰・

景品の配布等、運営のサポートを行った。選手の方への声かけや応援を積極的に行う

だけでなく、主催者や運営者の方々とのコミュニケーションを意識的に取り、連携す

ることの大切さを学んだ。 
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  桜島・錦江湾横断遠泳大会の様子 かごしま鴨池リレーマラソンの様子 

  

⑥ 錦江町とのコラボスイーツ第 8 弾 

純心水田で収穫したお米と錦江町の特産品である紅はるかとかぼちゃを使ったコラボ

スィーツ「お芋ゴロゴロ甘さにキュン♡SweetPotetoCake」と「やさしい甘さに恋しちゃ

う！？パンプキンクロワッサーン」の商品開発・ＰＲ・販売活動に参加。 

学生たちのアイデアをもとに商品とパッケージの企画を錦江町役場観光交流課、株式

会社エーコープ、株式会社山形屋ストア、鹿児島生活協同組合コープかごしま、株式会

社城山ストアー、株式会社イケダパン、株式会社総広のみなさまとともに行った。ＣＭ

も学生のアイデアをもとに撮影を錦江町で行い、発売初日には店頭販売などの宣伝活

動にも携わった。 

・ 商品開発会議 

第 1 回令和 4年 9月 15 日（木）～第 4回令和 4年 12 月 15 日（木）計 4回実施 

・ ＣＭ撮影(錦江町)：令和 5年 1月 28 日（土） 

撮影場所:神川大滝 地域活性化センター神川 

学生 5 名 教職員 1名 計 6名 映像：https://www.youtube.com/watch?v=dFhR37PZsDA 

・ 発売日:令和 5 年 2月 15 日（火）から 2種類のコラボパンを各 2万個限定で販売。 

県内のＡコープ（離島を含む）、山形屋ストア、城山ストアー、生協コープかごしま、

錦江町の「にしきの里」、「ふる里館」、「ストアーくまさき」で販売。 

・ 商品の特徴 

 錦江町のかぼちゃ、錦江町のさつまいもを使用 

 パン生地には純心水田コシヒカリ(米粉)を使用 

 パッケージのデザインと商品名は学生たちのアイデアを採用 

・ テレビ／ラジオ出演 

 令和 5年 2月 24 日（金） KYT「サテスタ情報」録画 学生 2名 

 令和 5 年 2 月 16 日（水）生放送 

μFM エフエム鹿児島「μ’s UP」 学生 1名 

 令和 5年 2月 24 日（金）生放送 

μFM エフエム鹿児島「AIR’z69」 学生 2名 
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 CM撮影の様子（神川大滝） コラボスイーツ店頭販売の様子 
  

 
コラボスイーツのチラシ 

⑦ 錦江町の特産品販売 

・ 半島隅くじら元気市 2023（主催：半島隅くじら元気市実行委員会南大隅町商工観光課） 

令和 5 年 2 月 11 日・12 日 鹿児島市かんまちあで開催 両日延べ 24 名の学生が参加 

販売スタッフとして参加し、錦江町の PR コーナーでは、学生が今までの地域貢献活動で得

た学びや、錦江町の魅力、コラボパンについての紹介を行いました。 

・ 出水市 VS 錦江町 敵対都市連携産直市場（錦江町観光交流課） 

令和 5 年 3 月 4 日（土）・3 月 5 日（日） オプシアミスミで開催 両日延べ学生 17 名が参加 

錦江町 と出水市の特産品販売や PR 活動を 1 年生を中心に行いました。商品の売れ行き状況

を見て、商品を並べることや、役割分担が難しかったなど、1 年生は反省点を多く見つける事

ができたイベントでした。 

 

〔南日本新聞への掲載〕 

 令和 4年 5月 18 日 15 面 

田車押し体験、楽しいね／鹿児島純心女子短大生、地域貢献に一役＝錦江町田代 

 令和 4年 9月 10 日 13 面 鹿児島純心女短大生、お茶摘みに挑戦／錦江町 

 令和 4年 11 月 05 日 13 面 

新商品開発目指し、鹿児島純心女子短大生が茶の実採り／錦江町田代 

 令和 4年 12 月 04 日 14 面 

茶の実で化粧品、鹿児島純心女子短大が商品化へ／南大隅町 

 令和 5年 02 月 22 日 20 面 

限定スイーツ２万個販売／鹿児島純心短大と錦江町がコラボ、来月中旬まで  
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（2）生活学科生活学専攻デザイン表現コース 

 

ア. 作品展（展示）＊公募展へ出品し、入選・入賞作品が展示された 

① 第 38 回県美展 

 （令和 4年 5月 14 日〜22 日 鹿児島県歴史・美術センター黎明館/鹿児島市立美術館） 

  イラストレーション 12 点の作品を出展し、入選した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第 40 回南日本女流美術展 

 （令和 4年 6月 4日〜6月 12 日 鹿児島県歴史・美術センター黎明館） 

  陶芸、キルトの作品を出展し、出展した作品 8点入選した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

③ 第 35 回 MBC サムホール美術展 

（令和 4年 9月 23 日〜10 月 2 日 鹿児島県歴史・美術センター黎明館） 

 陶芸、キルトの作品を出展し、出展した作品 14 点が入賞、陶芸作品 1点奨励賞を受

賞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラストレーション 

「私の幸せ」 

陶芸「藍玉」 キルト「赤べこの書」 キルト「Yellow」 

奨励賞 

陶芸「喜・怒・哀・楽」 
キルト「日向の道」 

イラストレーション 

「Freedom!」 
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④ 第 7回本場大島紬デザイン画公募展 

鹿児島ひっとべの会（本場大島紬織元有志の会）が主催する「第 7回大島紬デザイン

公募展」にデザインを応募し、入賞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ. デザイン依頼＊大会オリジナル Tシャツ・タオル、デザイン採用 

① 「第 42 回ランニング桜島」（令和 4年 12 月 4日） 

鹿児島市スポーツ課より本学へ「第 42 回ランニング桜島」のオリジナル Tシャツ・タ

オルのデザイン依頼がありデザイン表現コース 2年生のデザインが採用された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ. 卒業制作展開催 

① 令和 5年 2月 21 日（火）〜26 日（日）鹿児島県歴史・美術センター黎明館の第 3特別

展示室にてデザイン表現コース 2年生が「鹿児島純心女子短期大学 デザイン表現コ

ース 卒業制作展 2023」を開催した。学生が 2年間で制作した陶芸、キルト、ビジュ

アルデザイン、ドレス、大島紬の洋装の作品を展示し、6日間で 539 名の来場者に鑑賞

いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入賞したデザイン画 

「卒業制作展 2023」会場の様子 

選ばれた T シャツ・タオルのデザイン 
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エ. 鹿児島について学ぶ授業 

① 「かごしまの芸術」2 年前期開講 

鹿児島にゆかりのある美術・工芸・文学作品の内面を深く探る授業である。学生たち

は鹿児島ブランドショップやかごしま近代文学館を見学し、郷土の芸術の「今」につ

いて学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「大島紬研究Ⅰ・Ⅱ」2年前期・後期開講 

大島紬の歴史や現状を理解し、学生たちの若い感性で洋装のドレスをデザイン・製作

し、大島紬の活性化を目的とした授業である。 

また、鹿児島中央高等学校の生徒が「第 5回佐賀さいこう！企画甲子園」大島紬と佐

賀錦を組み合わせたウェディングドレスを提案し、最優秀企画賞に選ばれた。その試

作品制作の依頼があり 2名の学生が大島紬と佐賀錦のコラボ衣装を製作した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ. 大島紬ファッションショー 

① 鹿児島空港ビルディング株式会社からの依頼で、令和 4年 10 月 15 日（土）に鹿児島

空港で行われた「空の日フェスティバル」で大島紬ファッションショーを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

大島紬についての講話 大島紬×佐賀錦コラボ衣装 
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② 本場大島紬織物協同組合からの依頼で令和 5年 3月 4日（土）にかごしま県民交流セ

ンターで行われた「本場大島紬フェスティバル」で大島紬ファッションショーを行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)生活学科こども学専攻 

 

①純心こども講座 

「リズムあそび」、「いろとあそぼう・かたちとあそぼう」の２講座を企画・実施した。昨

年度同様、春季（5月・6月）と秋季（10 月・12 月）の計 4回計画したが、新型コロナウ

イルス感染症流行の影響で、5 月の講座は開催を見送った。例年よりも参加者は少なかっ

たが、参加者を対象としたアンケート調査の結果からは、これまで同様に「非常に満足」

「満足」が 9割以上となった。 

12 月の講座では、体育館を会場にして「リズムあそび」、「いろとあそぼう・かたちとあ

そぼう」を合同で実施した。前半に段ボールと毛糸を使ったオーナメント作りと、空き箱

を利用した飾りの製作を行い、後半はリズムダンスに取り組んだ。「両方の講座が楽しめる」

と参加者にも好評であった。 

 

    

こども講座の様子（12月実施） 

 

②かごしまの未来プロジェクト 

今年度は実施の実績なし。 

③「鹿児島市すこやか子育て交流館りぼんかん」と連携した活動 

（ア）「りぼんかんフェスティバル」でのボランティア活動 

今年度は参加せず。 
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（イ）「りぼんかんなつまつり」でのボランティア活動 

8 月 6 日に親子での活動（コーナーあそび）の補助として参加した。 

新型コロナウイルス感染症対策として、入館制限があったため、午前・午後に分け

それぞれ 8名程度の学生が参加となった。 

・午前の部（9時 30 分〜11 時 15 分） 8 名参加 

・午後の部（13時 00 分〜14 時 45 分） 7 名参加 

また、学生がコーナー企画したあそび（ゆらゆらシーソーゲーム）の提供も行なっ

た。 

 

ゆらゆらシーソーゲーム 

 

（ウ）児童虐待防止推進月間ポスター展示 

展示期間：令和 4年 11 月 1 日〜11 月 31 日 

児童虐待防止推進月間にあわせて、啓発ポスターを作成し、掲示した。 

今年度は、本学こども学専攻の学生を対象に虐待に関する意識調査を行い、その結果

をまとめてポスターを作成した。 

 

意識調査の内容の一部 

④市民向け講座への講師派遣 

事業名：ピアサロン「1 歳児集まれ！」イヤイヤ期を楽しく乗り切ろう☆ 

日時：令和 4 年 9 月 29 日 11 時 00 分〜12 時 00 分 

内容：イヤイヤ期（２歳前後）の子どもを持つ保護者を対象に、イヤイヤ期の発達的特徴、

楽しく乗り切る方法について話題にした講座を提供した。 
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その他：かごしま県民大学中央センター主催「生涯学習県民大学講座」の保護者向け子育 

て支援講座、保育者・学校教諭対象の研修等、多数あり。 

⑤こどもバンドの活動 

令和 4年度は新型コロナウイルス感染予防対策を実施した上で、学外での演奏活動にも取

り組んだ。 

（ア）鹿児島市すこやか子育て交流館りぼんかんでの演奏 

日時：令和 4年 8月 22 日（月）〜8 月 24 日（火） 

参加学生：1年生 46 名（内訳は以下のとおり） 

・令和 4年 8月 22 日（月）午後 12 名 

・令和 4年 8月 23 日（火）午前 11 名 

・令和 4年 8月 23 日（火）午後 11 名 

・令和 4年 8月 24 日（水）午前 12 名 

 

 

りぼんかんでの活動の様子 

 

（イ）保育フェアでの演奏 

日時：令和 4年 10 月 16 日（日）12 時 55 分〜13時 15 分 

参加学生：1年生 10 名、2年生 7名 

内容：鹿児島市保育園協会主催の「のぞいてみよう みてみよう 子どもの世界 

保育の世界」にて、１ステージを担当 

※ 本学こども学専攻も、保育士養成校として説明ブースを設置 

 

   

保育フェアの様子①（プログラム）      保育フェアの様子②（こどもバンド） 
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 保育フェアの様子③（養成校ブース） 

 

（ウ）鹿児島純心女子中学校・高等学校での演奏 

日時：令和 4年 12 月 11 日（日）午前 

参加学生：2年生 5名 

内容：鹿児島純心女子中学校・高等学校主催の「純心こどもクリスマス会」にて、

トーンチャイムを中心に楽曲を編成し、クリスマスの曲を演奏した。 

 

（エ）鹿児島市親子つどいの広場 なかまっちでの演奏 

日時：令和 4年 12 月 18 日（日）午前 

参加学生 1 年生 39 名 

内容：鹿児島市親子つどいの広場 なかまっち主催の「ファミリーコンサート」に

て、クリスマスにちなんだ曲を演奏した。 

 

 
なかまっちでの活動の様子 

 

⑥その他の活動 

こども学専攻所属の専任教員、非常勤講師等を中心にバンドを編成し、演奏活動を行なっ

た。 

事業名：天文館通りクリスマスコンサート 

日時：令和 4年 12 月 25 日（日） 12 時 00 分〜15 時 00 分（20分の 4回公演） 

参加教員等：4名 

内容：天文館本通商店街振興組合主催の「天文館本通りハッピークリスマスコンサート」

にて、クリスマスの楽曲を演奏した。 

当日は、生活学科デザインコースより提供を受け、大島紬の衣装を着用しての出演と

なった。大島紬の衣装は、生活デザインコースが本場大島紬織物共同組合の協力を得
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て作成したものである。 

 

   

クリスマスコンサートのちらし       クリスマスコンサートの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)生活学科食物栄養専攻 

 

 ① レシピコンテストの応募 

      森のごちそうコンクール（主催：鹿児島県） 

       優秀賞 1名 優良賞 1名 

      鹿児島県産ちりめん・しらす料理コンテスト（主催：JF 鹿児島漁連） 

       優秀賞 1名 

       

 ➁ 第 7 回かごしま食育フェスタの出展 

日時：令和 4 年 11 月 23 日 場所：天文館） 

     『食でつなごう元気なかごしま』をテーマに、本学では「豆つかみ競争」、「豆について

のクイズ」、「オリジナルバッチづくり」などを企画。こどもから大人までたくさんの方

に体験していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 2023 国体弁当レシピ考案 

     2023 年に実施される「燃ゆる感動かごしま国体」で選手・役員に配布する弁当開発に携

わった。学生達の発案の元、弁当業者による改善案等のアドバイスを受け、来たる国体

に向けた弁当のレシピを完成させた。 
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④ 市民向け講座の講師派遣 

      榊 順子教授 

     ・令和 4 年度生涯学習県民大学講座 

       日時：令和 4年 9月 4日（日）場所：さつま町虎居地区公民館 

       演題：「食の視点から考える SDGs－わたしたちにできること―」 

    ・令和 4年度東郷公民館講座 

       日時：令和 4年 9月 8日（木） 場所：東郷公民館 

       演題：「食の視点から考える SDGs－わたしたちにできること―」 

    ・姶良・伊佐地区生活学校運動連絡会交流集会 

       日時：令和 4年 12 月 14 日（木） 場所：霧島市国分シビックセンター 

        演題：「食の視点から考える SDGs－わたしたちにできること―」 

 

(5)英語科 

 

 ①ボランティア活動 

i)「マレーシア文化講座～日本人が住みたい国 No.1 マレーシアの魅力とは～」(鹿児島市

国際交流財団主催) 

 7 月 3 日（日）かごしま国際交流センター 英語科 2年生 3名 

会場設営、受付、運営補助等 

ii)「アジアん・鹿児島 オンライン音楽祭 2022」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 8 月 7 日（日）・8 月 21 日（日）・9月 4日（日）・10 月 2 日（日） かごしま国際交流セン

ター 

 10 月 16 日（日） 鹿児島市中央公民館 1 年生 11 名 マレーシア・タイ・中国・ベトナム

の学生との交流の企画、パネル作成、司会、参加者補助等 

iii)「国際協力講演会＆パネルディスカッション」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 8 月 17 日（水）・8 月 20 日（土）・8 月 26 日（金）・8 月 31 日（水）・9 月 24 日（土） か

ごしま国際交流センター １年生１名 パネリストインタビュー、広報記事作成、タイムキ

ーパー等 

iv）「よくわかる！シンガポールの今～現地からのレポート」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 8 月 28 日（日） かごしま国際交流センター １年生１名 受付、写真撮影等 

v)「韓国文化講座」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 9 月 4 日（日） かごしま国際交流センター １年生１名 チマチョゴリ着付け補助、会場
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設営等 

vi)「新入外国人の歓迎交流会～ハーティーパーティー～」（鹿児島市国際交流財団主催） 

 10 月 30 日（日） かごしま国際交流センター １年生 1名 会場設営、受付、案内等 

 

② その他地域貢献活動 

「本場大島紬フェスティバル 2023」（本場大島紬織物協同組合主催） 

  3 月 4 日（土） かごしま県民交流センター 科目等履修生（英国出身留学生）1名 

ファッションショーモデル出演 

 

 

３ 令和４年度入学生「地域志向型科目」―本学教育課程への取り組み― 

  

(1)総合人間科目（全学共通） 

 ・「かごしま学Ⅰ」（1 年前期） ・「かごしま学Ⅱ」（1 年後期）〔P.17～19 を参照〕 

 ・「かごしまの未来プロジェクト」（2 年通年）「ラーニングスキルズ」（認定単位） 

  (2)生活学科生活学専攻 

  現代ビジネスコース〔P.4～7 を参照〕 

  ・「地域貢献プロジェクト」（2 年後期） 

 デザイン表現コース〔P.10 を参照〕 

  ・「かごしまの芸術」（2 年前期） 

  ・「大島紬研究Ⅰ」（2 年前期）「大島紬研究Ⅱ」（2 年後期） 

  (3)生活学科こども学専攻〔P.11～14 を参照〕 

  ・「こども学フィールドワークⅠ・Ⅱ・Ⅲ」（1 年通年） 

  (4)生活学科食物栄養専攻 

  ・「かごしまの未来プロジェクト」（2 年通年） 

  (5)英語科〔P.16～17 を参照〕 

  ・「英語で案内する鹿児島」（2 年後期） 

  ・「国際交流ボランティア」（1 年後期・2 年前期） 

  ・「サブカル英訳“かごしま”」（2 年前期） 

 

（ア）「かごしま学Ⅱ」（1年後期）―「総合人間科目」取組事例― 

 

「かごしま学 2」（1年次後期）は、課題解決型授業（Project Based Learning）を取り入れ

ている。毎年、包括連携協定を結んでいる鹿児島市のご協力のもと「まちづくり人材育成連携

事業」（市民協働課主管）の一環として、ワークショップ形式の授業を実施。25名の受講生（5

人×5組）に分かれた学生たちは、グループワークをとおして自分たちのアイディアをまとめ、

パワーポイントを使ってプレゼンテーションをする。その後学外の講師の方々からの講評、質

疑応答によってフィードバックを受ける。 

 

・まちづくり人材育成連携事業 

ワークショップ(1) 

令和 4 年 10 月７，14、28 日の 3 回にわたり、鹿児島市の市立図書館と天文館図書館のスタ

ッフが授業を担当。「天文館図書館と地域のつながりを考える」というテーマのもと、図書館の

利用者を増やすための環境づくりや仕掛けについて考えた。 
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ワークショップ(2) 

令和 4 年 11 月４，15、25 日の 3 回にわたり、鹿児島市男女共同参画推進課が授業を担当。

「仕事と家庭生活の両立と支援策」を考えるというテーマのもと、働きやすい職場環境づくり

と子育て支援策について考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鹿児島市下鶴隆央市長との意見交換会 

令和 4年 12 月 2日、鹿児島市下鶴隆央市長をお迎えし、「市長との意見交換会」を開催した。

ワークショップの成果を、代表グループが下鶴市長の前で提言発表し、講評をいただいた。そ

の後、講話として、市長ご自身の若い時代の体験に基づく教訓をお話しいただくとともに、質

疑応答の時間では、日ごろの鹿児島市での生活に感じている学生らしい質問やプライベートな

質問まで飛び出した。一つひとつ丁寧な説明で答えていただいた。 
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・学外研修 

令和 5 年 1 月 8 日、学外研修を実施した。まちあるきの達人、東川隆太郎氏（NPO 法人まちづく

り地域フォーラム・かごしま探検の会）の案内で、鹿児島の身近な自然と史跡をテーマに、照国神

社・県立博物館・天文館周辺を直接、歩いて見た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） かごしまの未来プロジェクト（令和５年度より 1年・2 年通年） 

 

①「令和 4年度 かごしま青年塾」（かごしま県民大学中央センター主催） 

   6 月～12 月（全 7 回） 参加学生（食物栄養専攻）5名 

 

②「まちづくり“未来の担い手”育成事業（課題解決型インターンシップ）」（鹿児島市主催） 

   8 月～9月（10 日間） 参加学生（英語科）3名 

 

 

４ 社会人の学び直し講座（リカレント教育） 

 

①保育士等キャリアアップ研修（江角学びの交流センター主催） 

 平成 29 年 4 月、厚生労働省は保育士の処遇改善と専門性の強化に向けて保育士等キャリアアッ

プ研修とそのガイドラインを定めた。保育士としての経験年数などの要件を満たした場合に、所定

の研修（6 専門分野およびマネジメント研修）を受け、技能を習得することによって、キャリアア

ップができる仕組みになっている。令和４年度は新型コロナ感染拡大予防のために学内での開講を

控えざるを得なかった。この研修は今後とも随時開催していく。 
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②履修証明プログラム（江角学びの交流センター主催） 

 平成 30年度より、社会人を対象とし、多様なニーズに応じた様々な分野の体系的な知識・技術等

の修得を目指す学習プログラムを開設し、その修了者に対して法に基づく「履修証明書」を交付し

ている（学校教育法第 105 条等）。内容は本学の教育・研究資源を生かし一定の教育計画の下に編成

された教育プログラムで、実際には本学の正規授業科目を学生とともに受講する（120 時間以上、

４～５科目）。社会人の学習機会を提供し、その修得をとおして職業キャリアの形成に生かされる

ことを期待するものである。  

【対象】社会人（18 歳以上の女性）   

【開講日】目的・内容に応じ、総時間数 90時間以上で開講   

【講座名】 

 １「簿記会計・経営学プログラム」 

２「大島紬洋装製作プログラム」 

３「包括的子育て支援プログラム」 

４「栄養士のための学び直し講座」 

５「外国人のための日本語・日本文化プログラム」 

【証明書】 

  プログラムの修了者には、学校教育法 105 条の規定に基づくプログラムであること及び 

 その名称等を示した履修証明書を交付。   

【受講料】1単位：10,000 円  

【令和 4年度実績】 

５「外国人のための日本語・日本文化プログラム」1名（英国出身留学生） 

（了） 


